
第十六回本郷ふじやま公園古民家歴史部会歴史散策（金沢八景）

平成 17年 12月 15日

平成 18年 11月02日（木）神奈中八景駅前バス停 10:00集合、同時出発。

昼食はマクドナルドでトイレ休憩を含みます。 雨天の場合は翌週 11月09日（木）に順延します。

10:00出発 10: 12 10: 37 11 : 00 11 : 20 

金中八景バス停出発ーシー9イド八景駅ーシーサイド並木中央駅一①富岡八幡ー富岡八幡公園《マ

12: 00 13 : 30 13: 40 15 : 00 15: 20解散

クドナルド昼食休憩トイレ》一②直木三十五文学碑一③慶珊寺一④長昌寺ーシーサイド鳥浜駅解

散

9:29 10:00 10:14 10:32 

（参考） 公田一八景バス停一新交通八景駅一並木中央駅

ーロメモ
①富岡八幡富岡東4-5_41 

源頼朝が鎌倉の鬼門封じとこの地の鎮護のため摂津國西宮神社の蛭子尊を建久二年(1191)に勧

進したのが始まりです。後に八幡大神が現れ自分を祀るようにと託宣が有り、それ以後八幡宮

になったと伝えられています。

応長元年(1311)大津波から富岡を守ったことから「波除八幡」と称さされている、 7月中旬船

溜まりに祇園船を浮かべる祭りや湯立神楽・汐祭りが有名です。

②直木三十五文学碑

旧直木邸（現橋本邸）入り口にあり、「芸術は短く、貧乏は長し」とあります。

③慶珊寺富岡東4-1-23

寺宝・十一面観音半珈像（県文化財指定） この地の領主豊島明重が両親の菩提を弔うため、開

山したお寺で両親の法名に由来しています。明治の初め明治学院の前身ヘポン塾を創設したヘ

ポン博士（ローマ字の創始者）も一時滞在していました。門前には衷世凱に追われた孫文が亡命

上陸に成功した地で当時の日本当局者や有志の支援があり、日中の架け橋となった因縁の地で

この史蹟碑が両国親善の歴史的証であります。

④長昌寺富岡東3-1

小田原北条の家臣柳下豊後守が戦死し菩提を弔うため、息子の忠公が庵を造ったのが始まりで

す。天然痘（ほうそう）除けの守り神として名高い芋神様が祀られています。

柏槙の古木が歴史を語る境内には、直木三十五の墓があります。
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